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だんだんとご本人のことを信じることが

できなくなり、怒りや恨みの感情をもつ

ようになります。また、薬物をやめさせよ

うとして失敗することを続けていくうち

に、ご家族は無力感や自責の念を感じる

ようになります。

　一方で、借金や暴力・暴言など、依存症

が原因となって起きてくる様々な問題が

深刻化し、ご家族を追いつめていきます。

ご家族は、今や一人前の責任を果たすこ

とができなくなっているご本人の代わり

に、次から次へと起きてくる問題に対処

しなくてはなりません。

　このような生活を続けることはご家族

にとって大変な負担となります。「心配

で夜も眠れない」「悩みばかり増えて心

が休まるときがない」、こんな毎日を送っているうちに、知らず知らずのうちに心身が消耗し、

本来ご家族に備わっていたはずの問題を解決する力や冷静な判断力がどんどん失われていっ

てしまうのです。慢性的な危機状態を乗り越えるため、感情が麻痺し、今自分がどのように感

じているかがわからなくなってくることもあります。

　さらに、薬物依存症の人と長く暮らすうちに、家族の機能全体がうまく働かなくなってきま

す。健康な家族というのは、本来それぞれが独立した個を保ちながらゆるやかに結びついてい

るものですが、薬物依存症の人がいる家族では、家族全体が、この危機をなんとか乗り越えよ

うとすることのみを目標に動くようになってくるのです。そうすると、個人の成長が妨げられ

たり、それぞれの境界線が壊れて自立性が保てなくなるという問題が起きてきます。

　また、このような問題が家庭の中で起きていることを周囲に知られたくないと思うので、ど

うしても秘密が多くなり、次第に社会から孤立するようになってきます。

　このように、薬物依存症は、気がつかないうちに家族全体の健康をも奪っていきます。

図４　薬物依存症の進行に伴う家族の変化
薬物依存症　家族のためのハンドブック、特定非営利活動法人

（NPO法人）セルフ・サポート研究所より改変
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